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研究課題名 画像解釈におけるアプリオリ情報の有効利用に関する研究

研究の概要等 今日、高分解能衛星画像の商業化に伴い、資源探査や、環境保全、広域にわたっ

（ ）、ての作物・森林等の生育管理等を目的とした衛星や航空写真から地表の状態 被覆

。 、さらには土地利用形態を自動的に分類する技術の確立が強く求められている 他方

医療分野ではＣＴやＭＲに代表される画像診断機器から得られる大量のデータを精

度良く解析し診断や治療計画に役立てるために、組織像の理解、領域分割の自動化

技術は欠かせない。

本研究では、これら地理画像処理や医用画像処理に共通した画像理解の問題を取

り上げ、画像の各微小領域の持つ意味を周辺領域との関係、及びその画像が撮影さ

れた状況によって与えられるアプリオリ情報をも考慮する処理の枠組を考え、これ

によって実用度の高い画像解釈を実現し、高次の領域分割を行う知的画像処理の技

術を確立することを目的とする。初年度は、アプリオリ情報を有効利用する枠組み

について、基本的検討を行う。特に、現在までのソフトウェアシミュレーションに

よって有効性の確認された独立成分分析 を利用したミクセルデータの分離法に(ICA)

ついて農地画像等具体的サンプルを用いた実験を行い、提案方式の確立をめざす。
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